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○基本構想のイメージ（市民会議で検討する内容） 

№ 内容 検討のポイント 会議 

１ 策定の動機 なぜ、いまこの話し合いが必要をなっているのでしょうか。（中山先生、佐々木先生の講演） 

・中山先生の講演「あそびこそ、さいこうのまなび！」から 

こどもが、遊べなくなっている。 

遊びを支える「時間・空間・仲間」がこの 30年で失われている。 

遊びとは、誰かに決められたことをではなく、自分でやりたいと思ったことに挑戦すること。 

遊びは、能力開発の手段ではない。こどもがこどもとして生きていくために必要なもの。 

・佐々木先生の講演「思いきり遊ぶ親子交流施設が中心市街地で期待される役割・効果について」から 

 「飯田ひろば」の理念は親子交流施設においてどのように描くとよいか。 

 親子交流の場ではどのような状況が生まれるとよいか。 

第１回 

第２回 

２ 今、何が変わっているのか 

（背景） 

 

こどもたちを取り巻く環境の変化を共有します。 第２回 

３ これからも大切にしたいことは

何か（価値） 

社会環境などが変化しても、大切にしたいこと・ものを整理します。 第２回 

４ こどもたちに、どんなこども時

代を過ごしてほしいか（願い） 

未来のこどもたちへの願いを整理します。 第２回 

５ （仮）基本理念 この場所やこどもたちの未来に対する思いを端的にまとめ・表現します。 

 

第３回 

６ どんな場所にしたいか（役割） 基本理念を具現化するために、どんな場所にしたいかを考えます。 

 

第３回 

７ どのように過ごしてほしいか

（対象・状況・空間や機能） 

こどもたちや親御さんをはじめとした利用者にどのように過ごしてほしいか、それに応じた空間や機能

を考えます。 

第３回 

８ どのようにすれば、みんなに長

く愛されるか（運営・利用） 

何度も来たくなるような運営や利用のあり方を考えます。 第４回 

 

○市民会議の進め方 
  

第２回 7/15(水)                 第４回 11/12(木) 18:00- 

            共通認識・背景・価値・願い                 運営・利用 

 

 

 

 第１回 6/6(土)                                 第３回 10/22(木) 18:00-               第５回 12/5(土) 13:30- 

    共通認識                    理念・役割・状況                 構想(案)取りまとめ 


